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私は消費者の意思決定過程や心理過程に着目し，
なぜ食品やサプリメントの効果を過信するのか，
あるいはなぜ買い控え（風評被害）を起こすのか
といった，消費者の不合理な購買行動の発生要因
を明らかにすることを目的に研究を行っています。
現在は，福島第一原発の処理水の放出前後での

消費者の福島や東北産物品に対する態度変化に
ついて検証を行ったり，能登半島地震の後の被災地
支援のあり方について調査を行ったりしています。
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例えばですが，風評被害等なんらかの要因
によって消費者による買い控えや忌避が発生
した場合に，どのようなマーケティング戦略
をとれば，消費者の信頼や購買を取り戻す
ことが可能であるか，心理学や消費者行動の
観点から戦略的に提案を行うことが可能です。
例として，東日本大震災後の風評被害の低減

には事実に基づく論理的なメッセージが有効な
ことが明らかになっています。
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